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ラ
ン
ク
・
オ
チ
ェ
レ
閣
下
か
ら
同
国
の

カ
カ
オ
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
ガ
ー
ナ
の
カ
カ
オ
の
年

間
取
引
額
は
約
2
1
0
0
億
円
に
の

ぼ
り
国
家
の
歳
入
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
が
、
一
方
で
約
80
万
人
存
在
す
る

小
規
模
カ
カ
オ
農
家
は
一
日
あ
た
り
50

円
ほ
ど
の
収
入
し
か
得
て
い
な
い
。

　

貧
困
は
児
童
労
働
が
起
こ
る
直
接
的

な
原
因
だ
。
カ
カ
オ
が
出
荷
さ
れ
る
ま

で
に
は
、
収
穫
か
ら
豆
の
取
り
出
し
、

発
酵
、
乾
燥
、
選
別
、
袋
詰
め
と
さ
ま

ざ
ま
な
工
程
が
あ
り
、
多
く
の
労
働
力

を
必
要
と
す
る
。
そ
の
た
め
大
人
の
労

働
者
を
雇
え
な
い
農
家
で
は
、
子
ど
も

た
ち
も
重
要
な
労
働
力
と
な
っ
て
い
る
。

彼
ら
が
学
校
に
通
え
ず
読
み
書
き
な
ど

が
で
き
な
い
ま
ま
大
人
に
な
る
と
、
貧

困
の
連
鎖
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
困
難

だ
。
そ
ん
な
カ
カ
オ
産
業
は
は
た
し
て

持
続
可
能
だ
ろ
う
か
。

先
駆
的
な
取
り
組
み

　

こ
う
し
た
状
況
を
日
本
企
業
や
市
民

社
会
も
傍
観
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

大
使
の
ス
ピ
ー
チ
に
続
い
て
参
加
者
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
貧

困
や
児
童
労
働
の
問
題
な
ど
に
対
す
る

現
在
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

共
有
さ
れ
た
。

　

た
と
え
ば
、
カ
カ
オ
農
家
に
栽
培
・

加
工
技
術
の
指
導
を
行
っ
て
収
入
向
上

を
目
指
す
事
業
や
、
森
林
減
少
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
地
域
で
、森
林
の
保
護
・

再
生
を
両
立
さ
せ
る
カ
カ
オ
の
農
法
を

　

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
達
成
期
限
で
あ
る
２
０
３
０
年
ま
で

残
り
10
年
を
切
っ
た
。
J
I
C
A
は

世
界
規
模
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

教
育
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
産
官
学
や
市
民
団
体
と
の
連
携

を
深
め
て
い
る
。
2
0
2
0
年
1
月

に
立
ち
上
げ
た
「
開
発
途
上
国
に
お
け

る
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
カ
カ
オ
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
も
そ
の
一
つ
だ
。

J
I
C
A
産
業
開
発
・
公
共
政
策
部

の
中
村
俊
之
さ
ん
は
「
J
I
C
A
だ

け
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

児
童
労
働
以
外
に
も
、
森
林
破
壊
や
農

家
の
貧
困
な
ど
、
カ
カ
オ
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
に
は
、
多
く
の
関
係
者
が
集
ま
り
、

と
も
に
課
題
を
解
決
し
て
い
く
〝
場
〞

が
必
要
。
複
雑
な
背
景
の
あ
る
課
題
を

大
局
的
に
と
ら
え
る
た
め
に
、
広
く
産

業
界
や
市
民
社
会
組
織
の
参
加
を
募
っ

て
い
ま
す
」
と
、
設
立
の
目
的
を
説
明

す
る
。

背
景
に
貧
困

　

19
年
12
月
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

立
ち
上
げ
に
先
立
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
か
れ
、
業
界
団
体
を
は
じ
め
製

菓
企
業
や
商
社
、
児
童
労
働
問
題
に
取

り
組
む
N
G
O
な
ど
か
ら
約
60
名
が

参
加
し
た
。
関
係
者
間
で
現
状
認
識
や

持
続
可
能
な
カ
カ
オ
に
向
け
た
既
存
の

知
見
を
共
有
し
て
、
連
携
の
第
一
歩
と

す
る
の
が
目
的
だ
。

　

会
の
冒
頭
、
駐
日
ガ
ー
ナ
大
使
の
フ

伝
え
る
事
業
な
ど
が
、
J
I
C
A
と

の
連
携
な
ど
に
よ
っ
て
す
で
に
動
き
出

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
協
力
N
G
O

の
A
C
E
は
09
年
に
ガ
ー
ナ
で
活
動
を

始
め
て
か
ら
、
貧
困
家
庭
へ
の
学
用
品

支
給
や
農
家
の
互
助
シ
ス
テ
ム
の
構
築

な
ど
を
通
じ
て
、
10
の
村
で
5
0
0
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
を
児
童
労
働
か
ら

守
り
、
約
4
5
0
0
人
の
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
の
改
善
を
実
現
。
18
年
か

ら
は
、
ガ
ー
ナ
政
府
が
主
導
す
る
児
童

労
働
の
な
い
地
域
の
認
定
制
度
づ
く
り

に
も
協
力
し
て
い
る
。

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で

持
続
可
能
な
カ
カ
オ
を

　

A
C
E
事
務
局
長
の
白
木
朋
子
さ

ん
は
「
企
業
の
方
と
一
緒
に
取
り
組
も

う
と
い
う
状
況
が
10
年
前
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
変

化
の
証
し
」
と
評
価
す
る
。
ま
た
「
こ

れ
ま
で
の
事
業
で
は
規
模
が
小
さ
く
効

果
も
限
定
的
。
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
っ

て
協
力
し
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
生

む
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
コ
ス
ト
を
か
け
て

〝
フ
ェ
ア
〞
な
調
達
を
行
っ
て
も
、
消

費
者
に
問
題
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
」

と
い
う
声
も
上
が
っ
た
。
私
た
ち
は
買

う
物
の
背
景
を
理
解
し
て
選
ぶ
こ
と
で
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
持
続
可
能
な
カ
カ
オ
は

企
業
や
市
民
団
体
だ
け
で
な
く
、
社
会

全
体
で
実
現
す
る
こ
と
な
の
だ
。

出典 ： 農林水産省
「農林水産物輸出入概況 2018年」。

森永製菓はNGOのプラン・インターナショナル、ACEとの協働で、売
り上げの一部をカカオ生産国の支援に活用している。

2020年2月5日、バレンタインデーを前に持続可能なカカオ生産についての一般公開イベントを開催した。
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研究者や製菓企業などが、そ
れぞれの立場から現状の課
題や今後の目標を整理した。

駐日ガーナ大使
フランク・オチェレ閣下
「国レベルで児童労働をなくす意志を強く
しています。日本の協力に期待しています」

子ども一人たりとも
置き去りにしません！

消費者の
役割も大事

みんなの知見を
もっと共有しましょう！学校に通えるように

なりました！

日本のカカオ豆の
7割はガーナ産
日本が2018年に輸入したカカオ豆は約5万
8,000トン（約160億円相当）で、うち7割以
上を占める4万3,000トンがガーナ産だ。

210万人

ガーナとコートジボワールの
カカオ生産における

児童労働

6,100万人
アフリカにおける農業分野の

児童労働

出典 ： INTERNATIONAL COCOA INITIATIVEをもとに作成。

カカオ生産地の児童労働
「児童労働」は、国際条
約や法律で定められている
就業最低年齢（15 歳）未
満の子どもによる労働と、
18 歳未満の子どもによる
危険で有害な労働を指す。
世界のカカオ豆の約7割を
生産する西アフリカの国々
では、児童労働が問題と
なっている。 74%

ガーナ産が

日本のカカオ豆の輸入状況
（2018年）

基本的人権の実現
一人ひとりが輝ける世界

特集

連携のための“場”が誕生

児童労働のない
カカオのために

ガーナではおよそ5人に1人の子どもが
児童労働に従事しているといわれ、

多くのカカオを輸入している
日本も無関係ではない。

こうした状況を改善すべく、
JICAは新たな連携の場をつくった。

4 企業とともに権利を守る
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